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第５章 関連資料 

 

5.1 質問状・回答 

 事前に C/P に送付した質問状（日本語）およびその回答（露語のオリジナルおよび添付カバーレ

ターの和訳）は添付のとおり。ただし、回答は質問状のすべての問いに網羅的に答えたものではな

い。補足的に実施したヒアリング調査の結果とも合わせて、本質問状に対する回答内容は適宜第３

章、第４章の記述に反映させている。 
 
 

 
5.2 収集資料 
European Bank for Reconstruction and Development (2003) State Joint Stock Company 

“UZBEKENERGO”, Tashkent 2003 EBRD Annual Meeting 
TECHNOPROMEXPORT, Interconnected Power Grid of Central Asia 

UZBEKENERGO, 500-220kV Transmission Lines, Central and Northern Parts of Central Asia 

Interconnected Power Grid 
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質問状 

1 統計・一般的事項 

以下の統計を頂きたい。 

 

1.1 タシケント市配電会社（Tash Gorpes）および政府持株会社（Uzbekenergo）の過去

10年間電力最大需要(MW)と電力消費量(KWh)に関するデータを表１の様式に記入して

ください。 

 

1.2 Tash Gorpes の電力需要予測と施設計画（設備建設の承認手続き等）を含む供給計画 

（このような計画やプログラムは、多くの国で「電力開発計画」として知られる）を

教えてください。 

 

1.3 過去 10 年間の料金表 

（1） Uzbekenergo が配電会社に適用する卸し電力料金とその料金構造（例えば、発電、送

電、配電部門間の付け替え価格） 

（2） Tash Gorpes が最終需要家に適用するカテゴリー別の小売り料金 

 

 

2 電力部門の現状 

我々は、Uzbekenergo は発電、送電、配電に責任を負う政府の持株会社であり、2001 年

の政令 UP-2812 より旧電力省が改編されたものと理解している。また、Uzbekenergo はい

くつかの子会社を所有し、そのうち配電子会社は 2002 年末までに独立採算事業となり、さ

らに 2003 年には株式会社となると聞いている。 

一方、Tash Gorpes はタシケント市で独立に運営されているとも聞いている。 

そこで次のことを伺いたい。 

（1） Uzbekenergo と全ての子会社の関係とそれぞれの会社の機能 

（2） Tash Gorpes は Uzbekenergo の子会社の一つと考えるのでしょうか？それとも    

    Uzbekenergo の組織とは全く別に設立された独立した組織なのでしょうか？ 

（3） 我々には、Uzbekenergo は完全に政府が所有しているように見え、他方、Tash Gorpes 

は市が所有しているように見えます。両者の正確な法人格はどのようになっている

のでしょうか？ 

（4） タシケント市配電公社の組織図（入手済み）にそれぞれの職員数を記入してくださ

い。 
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3 送電・変電設備 

 

3.1 送電線と配電線の定義が我々の考えているものと違うようなので、この点を明確にし

てください。 

 

3.2 Tash Gorpes と Uzbekenergo の設備上の責任分界点はどこでしょうか？ 

 

3.3 TashGorpes の設備の単線結線図と系統地図・地図情報・説明図を提供してください。 

 

 

4 配電設備の状況 

 

4.1 添付の表 2 と 3 を埋めてください。（表 2 は最も普通に用いられている配電設備の構

成要素と履歴です。表 3 は表 2 で使われている電線やケーブルの仕様です） 

 

4.2 表２に加えて、設備の老朽化を数値的あるいは論理的に説明できるデータがあれば、

それを提供してください。 

 

4.3 配電系統を計画する場合の設計クライテリアと基準を教えてください。 

 

4.4 架空線および地中線の典型的な設計図を幾つか頂けないでしょうか。 

 

4.5 既存の老化設備を更新するときの基準としてどのようなものがありますか？例えば、

設備の使用年数や容量の限界などの考え方があると思います、 

 

4.6 過去 10 年の設備更新および設備増強の時系列記録とそれに要した費用を教えてくだ

さい。 

 

 

5 供給サービスの質 

 

5.1 供給サービスの質に関する統計 

停電は何回くらい、どのくらいの規模で起きていますか？多くの国で使われている次

のような指標を用意できるでしょうか？ 

 

a=総需要家数 
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b=停電需要家数 

c=停電回数 

d=停電時間(分) 

 

指標： 1 需要家当たりの平均停電回数 ＝ Σ（ｂ×ｃ）／ａ 

1 需要家当たりの平均停電時間 ＝ Σ（ｂ×ｄ）／ａ 

指標の計算例の参考として、表４を参照してください。 

 

5.2 電気事故とその原因の記録 

裸線が電気事故率にどの程度影響を与えているのでしょうか？ 

 

5.3 過負荷の記録（年間の発生回数と影響を受けた需要家数） 

事の重大さの程度を客観的に説明できる情報を提供してください。 

 

5.4 電気の質 

（1） 周波数変動（設計基準と実際の状態） 

（2） フリッカー（同上） 

（3） 電圧変動（同上） 

 

 

6 環境 

（1） トランス、ケーブル、その他の施設の冷却・絶縁油としてポリ塩化ビフェニー

ル（ＰＣＢ）を使っていますか？使用している場合には、それに対して何か規

制はありますか？ 

（2） スィッチ類に六フッ化イオウを使用していますか？使用している場合は、何か

規制はありますか？ 

 

 

7 電力会社の事業運営 

 

7.1 電力損失 

電力損失（技術損失と非技術損失の両方）について、特に以下の時系列データを頂きたい。 

 

（1） Tash Gorpes:送電、変電、配電のレベル 

ちなみに、Tash Gorpes の配電損失は 5.3％という情報も手にしていますが、これはどの

ようにこの数値を計算したのですか？さらに、さらにこの損失を技術損失と非技術損失に
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分けることができますか？ 

 

（2） Uzbekenergo:発電、送電、配電のレベル 

 

7.2 電力取引と料金 

我々は、Tash Gorpes は Uzbekenergo から卸し電力を購入し、それを最終消費者に供給

しているものと推測している。補助金を含めて Tash Gorpes が実際に支払っている卸し料

金が幾らであるのかを伺いたい。 

また、料金に関連して、Tash Gorpes の需要家別の料金収入（料金表でなく収入額および

販売電力量 kWh）も伺いたい。 

 

7.3 Tash Gorpes の検針と請求システム 

TashGorpes で使われている検針と請求システムの現状について、以下の情報を頂きたい。 

（1） 検針と請求の方法 

（2） 検針できていない、あるいは請求できていない需要家の割合および請求したが回収

できていない請求書の割合 

（3） 請求金額を回収（入金）するまでの平均期間 

（4） 盗電および非合法な電力使用の割合 

 

7.4 Tash Gorpes の財務状況 

 我々には Tash Gorpes が市の会計から独立した勘定を持っているかどうか分からないが、

市を含めた監督機関に毎年会計報告を行う必要があるはずです。以下の財務報告書を頂き

たい。 

（1） 損益計算書と貸借対照表を含む会計年報 

（2） 資金調達の方法 

 

8 その他：タシケント市の地域熱供給システム 

我々には旧ソ連では一般的に見られた地域熱供給システムがタシケントに存在するかど

うかは分かりません。しかし、地域熱供給システムは通常冬季の家庭用暖房の電力需要を

代替することから、もしタシケントにこのようなシステムが存在するならば、以下の情報

を頂きたい。 

（1） 地域熱供給を運営する組織と TashGorpes との関係 

（2） システムに使われている技術。例えば、ボイラーや熱電併給システム 

（3） 冬季の熱需要の大きさと熱供給システムの能力 

（4） 電力と熱需要の代替関係 

以上 



表1：TashGorpesとUzbekenergoの電力最大需要(MW)と電力消費量(KWh)の推移と予測

産業部門 1992 1993 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002
住宅・家庭
商　業
農　業
鉱・工業

合　計
-

住宅・家庭
商　業
農　業
鉱・工業

合　計
-

産業部門 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012
住宅・家庭
商　業
農　業
鉱・工業

合　計
-

住宅・家庭
商　業
農　業
鉱・工業

合　計
-

－
86－
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「タシケント市配電網近代化調査」質問状への回答（カバーレター） 
 

１ 統計・一般的事項 
1.1 （質問状●頁）表-1「電力消費量と電力の最大需要」参照。 
1.2 同上。 
1.3 （質問状●頁）表「需要者ｸﾞﾙｰﾌﾟ別電力および熱エネルギー料金変更についての資料」参照。 
 
２ 電力部門の現状 
（1）UZBEKENERGO は子会社のオーナーとして、経営を行うために子会社に自己の資産を受け渡し 
  ている。子会社は UZBEKENERGO の所有資産を用いているが、経済的にも、法的にも独立して 
  いる。 
（2）タシケント市配電公社は、独立した株式会社で、株式の 51％は、資本金として UZBEKENERGO、 
  に渡してあり公社はタシケント市の市行政府には従属していません。 
（3）UZBEKENERGO は資本金として公社に引き渡した資産の所有者であり、国は UZBEKENERGO 設立 
  の過程で発行した株式の所有者である。タシケント市配電公社は、その株の 51％を資本金と 
  して渡された資産の所有者であり、UZBEKENERGO の資本金に繰り込まれている。 
（4）（質問状●頁）表「タシケント市配電公社の組織図」参照。 
 
３ 送電・変電設備 
  ３－１、３－２頁および別紙１参照。 
 
４ 配電設備の状況 
  ３－１、３－２頁参照。 
 
５ 供給サービスの質 
  ５－１、５－２、５－３頁および別紙１参照。 
 
６ 環境 
  設問ごとにより詳細に規定された説明が必要（であり回答不能）。 
 
７ 電力会社の事業運営 
  ７－１～７－８頁参照。 
 
８ その他：タ市での中央熱供給システム 
  タシケント市の中央熱供給システムおよびシステムに関連する企業（複数）は、市の行政府 
  に帰属しており、情報提供不能。 
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別紙１ 
 

タシケント市配電公社の配電網、変電所の更新プロジェクトに関する情報（「３ 送電・変電設備」
回答補足） 

 
2003 年７月１日現在でのタシケント市配電公社にて稼働している設備： 

    設 備 の タ イ プ   出   力 単 位   数 量 

VL－（架空線） １０ｋV  ｋｍ ２３．３５ 

VL- ６ｋV  ｋｍ １１４．１１ 

VL- ０．４ｋV  ｋｍ ２４２７．５
２ 

KL－（ケーブル線） １０ｋV  ｋｍ ３２９６．３ 

KL- ６ｋV  ｋｍ １０８７．２
２ 

KL- ０．４ｋV  ｋｍ ２２５９．８
８ 

TP-（トランス変電所） ６～１０ｋV  基 ４４２８ 

RP－（配電所）   基 １６９ 

 
 ウズベキスタン共和国のエネルギー分野での構造改革の今後の深化、企業の投資活動の活性化
や外国からの投資の誘致、安定したダイナミックな発展を目的として政府持株式会社 Uzbekenergo
は、２００１～２０１０年のウズベキスタン共和国の発電システムの発展と更新計画を遂行して
います。 
 
 株式会社タシケント市配電公社の既存の設備の近代化この計画では以下のことが予定されてい
ます。 
１． 需要者への電力供給の安定性の向上を目的として毎年６０ｋｍ以上の更新を伴う、延長

８００ｋｍの６～１０ｋＶのケーブルの敷設換えを遂行する。トポグラッフィク映像や建築・
設計報告書（ＡＰＺ）に基づくと１ｋｍ当たりの価額は、３０００万スムである。そのために
１６億スムを必要とする。土木作業（工事価額の２５％）を含めると予想される経費は、２２
億５千万スムとなる。 

２． 毎年７０ｋｍ以上の更新を伴う、延長１０００ｋｍのＫＬ－0．4ｋＶのケーブルの敷設
換えを設計を含めて遂行する。トポグラッフィク映像や建築・設計の結論に基づくと１ｋｍ当
たりの価額は、１６００万スムである。そのために１１億２千万スムを必要とする。土木作業
（工事価額の２０％）を含めると予想される経費は、１３億４千４百万スムとなる。 

３． 毎年７０ｋｍ以上の更新を伴う、延長８７０ｋｍのＶＬ－0．4ｋＶのケーブルの敷設換
えを外国の先進技術を取りいれて設計を含めて遂行する。裸線をセルフ・キャリーの絶縁線“Ｓ
ＩＰ－Torsada”に交換する。１ｋｍ当たりの価額は、６００万スムで、そのために４億２千
万スムを必要とする。土木作業（工事価額の２５％）を含めると予想される年間経費は、５億
２千５百万スムとなる。全天候型のこの工法の導入と実施は、盗電の可能性をなくし、導入初
年度から、修理やメインテナンス経費削減により経済効果をもたらす。オバーホールなしでの
理論的寿命は、５０年。 

４． 鉛の継ぎ手（接続管）の代わりに“Ｒａｉｋｈｅｎ”社のものを採用し、２５年まで寿
命を延長。 

５． 破損個所や老朽化設備の交換ともなう送電所（ＴＰ）の更新。 毎年、５０箇所以上の
ＴＰの改修が必要となり、１ヶ所当たりの価額は１千万スムで、全部で５億スムを要する。 
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６． 古い金属製の設備を新しい技術を用いた設備（真空および電気・ガス遮断機）への更新

の遂行。毎年、 
１基のＲＰの価額が、２５００万スムする配電所（ＲＰ）１０箇所以上更新する必要があり、
そのために２億５千万スムを要する。取り付けおよび調整の費用は、３億２０００万スム。 

７． 専用車や機械手段を配車場に補充する。 
８． 電力消費量の計測と支払いシステムの改善、そのために誘導式積算計を電子積算計に順

次交換する必要がある。使用量計測器の作動に干渉しないように磁気カード付きが望ましい。
毎年、１台の計器の価額が７５米ドルの計器２５０００台以上の交換が必要で、そのために１
８７万５０００米ドルを要する。取り付けおよび調整の費用は、２００万米ドル。 
 

 これら全ての近代化プロジェクトが実現すれば、ウズベキスタン共和国の首都、タシケント市
の需要者に停電なしで電力を供給することができる。 
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別紙２ 
 

 
５ 供給サービスの質（補足） 
 
5.1 電力供給に関する統計 
 需要者への電力供給での事故停電の統計として毎日、未遂行クレーム件数として記録され、ク
レームの対策実施済み件数、翌日に持ち越した件数も記録される。  
 毎月、下記の式にて未完遂クレーム除去の機動性係数を計算している。 
K＝１－b/a、 ここで、 a：受け付けられて未完遂クレーム件数 
            B：翌日持ち越しとなった未完遂クレーム 
 
 タシケント市配電公社の故障クレーム未処理報告書が、表の No.4（５-２頁）に提示されている。 
 設備や電力網の過負荷（オーバーロード）についてのデータは記録されていない。 
 ６ｋV、１０ｋV のケーブル線の電流（出力）に関する過負荷が観測されたようなある個別なケ
ースの場合、KL－６ｋV、KL-10ｋV もしくは、その他の電気設備の負荷低減を緊急に行う対策がと
られる。 
 
 
5.4 電気の質 
 配電網内の周波数チェックは Uzbekienergo の中央指令所（CDS）でおこなう。 
系統内の周波数低下の際には、補足的な発電設備の稼働の決定がなされる。そして、共役してい
る隣国の電力系統から電力の受け入れをおこなう。 
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